















































































































摘要 “被”構文 能動文1 能動文2 慣用表現 該当表現なし 意訳 合計
用例数 2 15 8 2 15 6 48













































































































































中国語訳日本語表現 能動文1 能動文2 該当表現なし 意訳 合計
思われる 8 0 12 2 22
考えられる 4 2 0 1 7
合計 12 2 12 3 29
％ 41．4 6．9 41．4 10．3 100
中国語への訳され方は、【図2】及び【表2】の通り、「能動文1」と
「該当表現なし」に大別される傾向がさらに顕著であった。また、「能動
文1」に訳されている場合、その訳は“我杁力”、“我想”等となってお
り、訳はほぼ固定的なものであった。
3－6．分析とまとめ
以上、「と」と併用されている「思考・判断を表す動詞」の自発表現に
対応する中国語表現を見てきた。自発表現は、主格を明示した能動文、あ
るいは該当表現なしという形で訳される場合が多いことがわかった。こと
に、論説文で書き手の判断を述べる際には、主格である“我”を明示する
ことが多いことが明らかとなった。これは、基本的には書き手を明示しな
い、日本語の論説文とは、表現形式が大きく異なる点である。
なお、書き手の判断を示す表現として頻出する、「～と思われる」、「～
と考えられる」は、“我杁力”、“我想”のように、中国語訳も固定化して
いた。日本語でも中国語でも、固定化したフレーズであると考えられる。
以上、日本語の論説文中の自発表現の用例と、中国語表現との対応状況
について分析した。次節では、これらの結果をふまえ、中国語を母語とす
る日本語学習者への指導について考える。
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4．日本語学習者への指導法の提案と今後の課題
日本語の教科書では、自発表現に関しては、初級後半に提出されるもの
の、「見える」、「聞こえる」等の知覚動詞が中心で（12）、「思う」、「考える」
等の「思考・判断を表す動詞」についての使用法が説明されているのは、
中上級用の教材である（13）。論作文の書き方を説明する教材においては、
自発表現が論作文で使用される理由が示されているものもあるが、その使
用例としては、「～と思われる」、「～と考えられる」等、使用頻度の高い
例を示すにとどまっており（ゆ、これだけでは不十分であると思われる。
中国語を母語とする日本語学習者への、レポート、論文等の作成指導に
際しては、まず、自発表現が論説文に使用される理由を理解させる必要が
ある。自発表現は、個人の主観による結論や、根拠のない判断をさけ、客
観的に分析した結果、そのような結論が導かれたことを示す表現であるこ
とを説明する。
書き手の判断を表す「～と思われる」、「～と考えられる」等、論説文に
頻出する表現は、固定化したものとして提示することも効果的であるが、
それに加え、「推定する、推測する、想定する、解釈する、判断する（15）」
等の「思考・判断を表す動詞」を、一覧表にして提示することも有効であ
ると考えられる。学習者にこれらの動詞を用いて文作りをさせたり、学習
者のレベルによっては、逆に、敢えて動詞は提出せず、「思考・判断を表
す動詞」にはどのような動詞があるのかを考えさせる、という指導法も考
えられる。
続いて、日本語と中国語の、表現形式の相違についての説明も必要であ
る。中国語では、書き手の判断を示す際、主語を明示した能動表現を用い
る。それに対し、日本語では、自発表現が多用されることを説明する。表
現形式の相違を認識させることで、日本語での文章作成の際、能動表現を
用いるという誤用は大幅に減少するものと思われる。自発表現が使用され
ている論説文を教材として使用し、日中対訳を示し、日本語と中国語の表
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現形式の相違を解説する、という指導法が効果的であると思われる。今回
の用例収集の調査対象とした『日本語新版』（上）（下）（16）は、日本語に
ついて幅広く論じている内容であるため、教材としても使用できる。
今後は、上記の指導案を教育現場で実践し、その効果を確認していきた
い。また、さらに多くの資料からより多くの用例を収集し、データを充実
させていきたい。
【注】
（1）石黒（2004）のように、「～と思われる」、「～と考えられる」等を「自発表
現」ではなく「モダリティ形式」であるととらえる説もあるが、本研究では「自
発表現」として扱う。
（2）例文中における下線は全て筆者が記したものである。
（3）浜田ほか（1997）P3を参照。
（4）木村（1982）は、「時間に関して無標unmarkedの動詞述語は、主節において
は、一般に未然の動作・作用を示す傾向にあるが、連体修飾節にあたっては、事
情が逆転して、それは已然を指す傾向が強くなる」と述べている。詳細は木村
（1982）P28を参照。
（5）「ノダ」、「テクル」等、他の表現が付属して使用されている例は、自発表現部
分以外の要素が中国語訳に反映されてくる可能性が高いため、分析対象外とし
た。なお、中国語訳には過去の標識が表されないため、過去を表す「タ」が付属
しているものについては、分析対象として扱っている。また、「テイル」は書き
手以外の一般の意見を示す場合が多いため、分析対象としている。
（6）植田（1998）P111を参照。
（7）本研究における中国語の文法用語は、刻ほか（1991）による。「“被”構文」
とは、中国語の受身のマーカーである“被”または“明”、“姶”等の介詞（日本
語の助詞にほぼ相当）が使用されている、受動文のことである。
（8）能動文とは、動作の主体に焦点が置かれた、「主語＋動詞＋目的語」の語順と
なっている文である。「能動文2」は、その主語が省略されているのみで、構文
的には「能動文1」と同様と考えられるため、本研究においてはその用例の分析
例は取り上げない。
（9）“杁力”及び“想”は、いずれも「思う、考える」と訳されるが、“想”が感想
から意見を述べるに至るまで、広く使用されるのに対し、“杁力”は、意見や判
断を述べる際に使われ、論説文等で使用されることが多い。
（10）《我的父条邪小平》、「わが父・登区小平」、《中日巡鴻》、「日中飛鴻」は、北京日
本学研究センター（2003）『中日対訳コーパス』第一版によるものである。いず
れも日本語では「～である」という常体に訳されているため、比較対象として取
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り上げた。
（11）森田（1977）P473を参照。
（12）スリーエーネットワーク（1988）『みんなの日本語』の27課、鈴木・川瀬
（1981）『日本語初歩』の23課、国際学友会日本語学校（1994）『進学する人の
ための日本語初級』の6課を参照。
（13）友松ほか（2007）『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』P416を参照。
（14）浜田ほか（1997）P3を参照。
（15）「思考・判断を表す動詞」の用例は、佐藤・仁科（1997）P64を参考にした。
（16）『日本語新版』（上）（下）の詳細については、本稿P72の3－1「調査方法
及び調査対象」の用例出典一覧を参照。
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